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1回 (昭 2年卒)～
23回 (昭24年卒 )

卒業生2,835名

1回 (明 43年卒)～

39回 (昭24年卒 )

卒業生3,327名

1回 (昭23年卒)～

76回 (令6年卒 )

卒業生31,444名
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令和6年 3月 卒業生
=

ぃ高校生活の・思い出_..∫

▲令和3年 4月 入学式 (全 日制) ▲令禾□5年 9月 文化祭 (全 日制)

▲令和5年 9月 体育祭 (全 日制 )

双鶴同窓会のホームページをぜひご覧下さい。

令和5年 3月 課題研究発表会 (全 日た燿 数探究劉

▲令和4年 4月 第2学年遠足・嵐山 (全 日制)

▲令和5年 10月 理科校外学習 (通信制)

(URL http:〃wwwosoukaku.com/)
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令和 6年 3月 1日 発行 双 鶴 同 窓 会 会 報 《第48号》(2)

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
卒
業
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
同
窓
会
を
代
表
し
て

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
卒
業
と
同

時
に
双
鶴
同
窓
会
に
入
会
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
機
会

に
、
双
鶴
同
窓
会
の
歴
史
と
伝
統
行
事

に
つ
い
て
紹
介
を
し
て
お
き
ま
す
。

本
校
の
同
窓
会
は
、
昭
和
二
十
二
年

の
学
制
改
革
に
よ
っ
て
、
舞
鶴
高
等
女

学
校

（舞
女

・
明
治
四
十
年
開
校
）
、

舞
鶴
中
学
校

（舞
中

・
大
正
十

一
年
開

校
）
と
新
た
に
開
校
し
た
西
舞
鶴
高
等

学
校
の
全
日
制
、
定
時
制
、
通
信
制
の

同
窓
会
が
統
合
さ
れ
て
誕
生
し
ま
し

た
。
こ
の
と
き
、
舞
女

・
舞
中
の
番

（
つ
が
い
）
の
鶴

を
改
訂
発
刊
し
、
毎
年
六
月
と
二
月
に

は
、
本
部
総
会
の
開
催
と
卒
業
生
の
同

総
会
入
会
に
合
わ
せ
て
同
窓
会
報

「双

鶴
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

同
窓
生
の
要
望
に
応
え
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
、
同
窓
生
の
様
々
な
活
動
状

況
や
様
々
な
情
報
を
発
信
し
て
い
ま

す
。こ

の
他
、
全
日
制
で
は
先
輩
方
か
ら

引
き
継
が
れ
て
い
る

「高
校
卒
業
二
十

周
年
記
念
同
窓
会
」
が
、
例
年

一
月
二

日
に
地
元
舞
鶴
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
令
和
に
入
リ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
伝
統
行
事

が
途
切
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し

ま
し
た
が
、
令
和
五
年

一
月
二
日
、
四

十
三
回
生

（平
成
二
年
卒
）
が

一
年
遅

れ
で
開
催
、
ま
た
、
四
十
四
回
生

（平

成
四
年
卒
）
は
例
年
ど
お
り

一
月
二
日

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

三
十
年
ぶ
り
の
記
念
同
窓
会
で
は
、

高
校
時
代
を
共
に
過
ご
し
た
同
学
年
の

仲
間
が
全
国
各
地
か
ら
ふ
る
さ
と
に
集

ま
り
、
式
典
が
終
わ
り
祝
宴
の
開
始
と

と
も
に
出
席
者

一
同
が
高
校
生
に
戻
っ

て
、
時
間
が
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
、
懐
か

し
い
高
校
時
代
を
語
り
合
い
、
卒
業
以

来
途
絶
え
て
い
た
同
学
年
の
絆
を
深

め
、
母
校
西
舞
鶴
高
校
に
対
す
る
思
い

を
新
た
に
す
る
伝
統
行
事
と
な
っ
て
い

ま
す
。

通
信
制
で
は
二
年
に
一
度

「通
信
制

の
会
」
が
開
催
さ
れ
、
世
代
を
超
え
た

先
輩
後
輩
が
集
い
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
恩
師
を
囲
み
、
少
人
数
で
頑
張

っ
た
学
校
行
事
や
レ
ポ
ー
ト
作
成
で
苦

労
し
た
思
い
出
話
な
ど
、
笑
い
あ
り
涙

あ
り
の
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。先

に
紹
介
し
ま
し
た
本
部
総
会
を
は

じ
め
、
東
京
、
阪
神
、
京
都
支
部
総
会

に
は
、
幅
広
い
世
代
の
方
々
が
出
席
さ

れ
ま
す
。
会
場
の
雰
囲
気
に
慣
れ
る
ま

で
は
多
少
堅
苦
し
さ
を
感
じ
ま
す
が
、

そ
こ
は
同
じ
学
び
合
で
学
ん
だ
者
だ
け

が
共
有
で
き
る
独
特
の
空
気
感
と
心
地

よ
さ
が
あ
り
、
同
窓
生
の
絆
は
世
代
を

超
え
て
一
気
に
広
が
り
ま
す
。

こ
う
し
た
同
窓

会
の
伝
統
行
事
を

と
お

し
て
感

じ

る
、
同
学
年
の
仲

間
同
士
の
絆
、
ま

た
、
世
代
を
超
え

た
先
輩
後
輩
の
堅

い
絆
は
、
長
い
歴
史
と
伝
統
に
よ
っ
て

築
か
れ
た
双
鶴
同
窓
会
の
何
物
に
も
代

え
が
た
い
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
、
こ
う
し
た
同

窓
会
行
事
の
案
内
が
届
き
ま
し
た
ら
、

同
窓
生
と
し
て
是
非
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
同
窓

生
の
絆
を
次
の
時
代
に
つ
な
ぐ
担
い
手

に
な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
願
っ
て
い
ま

ま
す
。

結
び
に
、
卒
業
生
の
皆
様
の
今
後

益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
し
ま
す
。

か
ら
生
ま
れ
た
者

鶴
が
西
舞
鶴
高
等

学
校
と
い
う
こ
と

、
双
鶴
同
窓
会

命
名
さ
れ
ま
し

。
結
成
以
来
七

五
年
、
歴
代
の
会
長
様
を
は
じ
め
同

の
諸
先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
輝

し
い
歴
史
と
伝
統
を
引
き
継
い
で
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

本
部
を
母
校
に
置
き
、
会
員
相
互
の

教
養
を
高
め
、
親
睦
を
図
り
、
母
校
の

発
展
を
支
援
す
る
目
的
を
持
っ
て
活
動

す
る
と
会
則
で
定
め
ら
れ
、
例
年
六
月

に
は
地
元
在
住
の
理
事

・
評
議
員
が
集

ま
り
、
地
元
舞
鶴
で
本
部
総
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
京

・
阪
神

・

京
都
地
区
に
同
窓
会
支
部
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
二
年
に
．
度
、
支
部
に
在
住
す

る
同
窓
生
が
出
席
し
、
支
部
総
会
と
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
五
年
ご
と
に
同
窓
会
名
簿

同
窓
会
の
歴
史
と
伝
統
行
事

双
鶴
同
窓
会
会
長
　
占
円
一　
　
澄
膝

　

な
・Ｊ
　
　
耕
雄

（昭
和
四
十

一
年
西
高
十
八
回
卒
）

か 窓 十 た と で

鐵
・・準

○
昭
和
２３
年

１０
月

学
制
改
革
に
て

京
都
府
立
西
舞
鶴
高
等
学
校
開
校

同

双
鶴
同
窓
会
発
足

〇
昭
和
２３
年
１０
月

京
都
支
部
結
成
（以
後
隔
年
総
会
）

○
昭
和

２５
年
８
月

東
京
支
部
結
成
（以
後
隔
年
総
会
）

○
昭
和

５ｏ
年
６
月

阪
神
支
部
結
成
（以
後
隔
年
総
会
）

○
昭
和

５２
年
３
月

双
鶴
同
窓
会
報
第
１
詈
発
行
さ
れ
る

〇
昭
和
５３
年
「
月
　
舞
女
創
立
７ｏ
周
年

西
高
創
立
３ｏ
周
年
記
念
行
事

○
昭
和
５７
年
５
月
　
舞
中
創
立
６ｏ
周
年

大
江
選
手
像
・舞
中
碑
建
立

○
昭
和

５８
年
「
月
　
文
化
講
演
会

（第
１
回
）
が
開
催
さ
れ
る

（文
化
講
演
会
は
以
後
毎
年
開
催
）

○
昭
和
５９
年
７
月

『郷
土
を
考
え
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
』
開
催

○
昭
和
６ｏ
年
５
月
　
新
就
職
者
の
激

励
会
始
ま
る

○
昭
和

６１
年
　
舞
女

８ｏ
年
史
完
成

○
昭
和
６２
年
　
舞
女
校
歌
碑
建
立

同
窓
会
所
有
地
を
京
都
府
に
寄
付

○
昭
和
６３
年
　
同
窓
会
会
員
名
簿

（第
６
回
）発
刊
　
舞
女
校
歌
碑
を
城

北
中
よ
り
移
転
　
双
鶴
会
館
竣
工

通
信
制
同
窓
会
発
足

○
平
成
元
年
９
月

定
時
制
の
会
発
足

東
西
同
窓
会
含
同
事
業

（「
月
）

○
平
成

５
年
　
創
立

８５
周
年
記
念

誌
発
刊

○
平
成
７
年
　
同
窓
会
会
員
名
簿

（第
７
回
）
発
刊

○
平
成
１２
年
　
同
窓
会
会
員
名
簿

（第
８
回
）
発
刊

○
平
成
１７
年
　
同
窓
会
会
員
名
簿

（第
９
回
）
発
刊

○
平
成
１９
年
　
高
校
校
歌
碑
建
立

百
周
年
記
念
誌
「致
思
」
発
刊

○
平
成
２２
年
　
同
窓
会
会
員
名
簿

（第
１０
回
）
発
刊

○
平
成
２３
年
　
双
鶴
同
窓
会
ホ
ー
ム

ベ
ー
ブ
開
設

○
平
成
２７
年
　
同
窓
会
会
員
名
簿

（第
１１
回
）
発
刊

○
令
和
２
年
　
同
窓
会
会
員
名
簿

（第
１２
回
）
発
刊

▲令和3年 6月 生徒総会 (通信制)

令和3年 7月 夏期実習～地球環境と海の
生態系～ (全 日制理数探究科)
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卒業30周年には楽 しい記念の
集いを持ちましょう !

●・私たちがお世話します。

幸 住所や名前が変わったときは連絡してください。

第76期生 (R6年 3月 卒)評議員

▲令不□3年 7月
(全

総合的な探究の時間
日制 )

▲令和5年 8月 ものづくり教室
(通信制)

▲令禾□5年 4月 第3学年遠足 神戸
(全 日制)

_● :篭
警讐‐     ・
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▲令和4年 7月 サイエンスキャンプ
(全 日制理数探究科)

●先輩の例によりますと、全 日制では、卒業20周年・

30周年を迎える頃より同期会が盛んになり記念の集
いや記念誌の発刊が行われています.そ れ までは

クラス単位の集いが行われています。

●通信制の会では、2年に1度同窓会が行われています。

1糸目

2組

3組

4組

5糸l

通信制
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【東京支部】
支 部 長 園 野 耕 一 (昭48高 )

事務局長 澤  田 謙 二 (昭 48高 )

「事務局」 〒216-0035 神奈川県川崎市宮前区馬絹4丁目
18番14-201号 藤和宮崎台コープ (澤田)

TEL 080-1025-3695(携帯)

メールアドレス iulT22@lagoo■ .ocn.ne.io

【京都支部】        ・・ ~    ・̀
支 部 長 齋 藤 敏 明 (昭 36高 )~副

支部長 堀 江 岡1 三 (昭42高 )

「事務局」〒6000944

京都府京都市左京区松ヶ崎御所ノ内294(齋藤)

TEL 075-701-0803(白 )

【阪神支部】  
メールアドレスsattin@blueЮc■neip

支 部 長 谷 村 久見雄 (昭42高 )

事務局長 坂 根 章 二 (昭48高 )

「事務局」〒586‐ 0021

大阪府河内長野市原町4-8■ 712(坂根)

TEL 0721-56-7124(自 )

メールアドレス Oytticch‐ s@docomo.ne.ip

【通信制課程役員】

◎通信制の会会長 岩 田   護 (平 9通 )本部・理事
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雄 (昭 41高 )

治 (昭 51高 )

樹 (昭 56高 )

理 事 長
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庶務理事
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日

阪

木 南 成 明 (平 19高 )

渡 辺  弘 (昭48高 )

森  宏 昭 (昭 56高 )

奥 本 有 紀

金 井 克 彦

事

査
　
　
間

理計会

監
　
　
顧 校   長

全日制副校長

通信制副校長

事 務 長

第 8代 会長

▲令和5年 10月 球技大会 (全 日制) ▲令和 5年 11月 彩雲祭 〈文化祭〉(通信制)▲ 令和4年 12月 研修旅行 (全 日制 )
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佐
藤
芳
直
氏
が
書
い
た
『日
本
は
こ
う
し

て
世
界
か
ら
信
頼
さ
れ
る
国
と
な
っ
た
～
我

が
子
へ
伝
え
た
い
１１
の
歴
史
～
』
プ
レ
ジ
デ

ン
ト
社
・二
〇

一
三
年
発
刊
）
を
読
み
ま
し
た
。

そ
の
ま
え
が
き
を
以
下
に
紹
介
し
ま
し
た
。

「日

本

人

は

美

し

い

（」∞
爾
つ
の
いの

０
の
０
〇
一の
　
一∽　
∽Ｏ
　
σ
Ｏ
一
Ｃ
」
「Ｃ
〓）
」

東
日
本
大
震
災
か
ら
８
ヶ
月
後
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
、
そ
う
語
り
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

Ｉ
Ｔ
企
業
を
経
営
し
て
い
る
と
い
う
黒
人
青

年
は
、
大
き
な
眼
か
ら
涙
を
雫
し
、
な
ぜ
日

本
人
は
そ
う
な
の
か
、
と
尋
ね
る
の
で
す
。

自
分
よ
り
も
他
人
を
助
け
よ
う
と
す
る

人
々
、
譲
り
合
う
人
々
、
混
乱
の
中
で
も
誰

か
に
配
慮
す
る
人
々
‥
‥
。

確
か
に
世
界
中
が
驚
嘆
し
た
そ
の
姿
は
、

日
本
人
特
有
の
も
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
黒
人

青
年
に
そ
れ
が
日
本
な
の
だ
と
い
う
事
。
そ

し
て
そ
ん
な
社
会
の
存
在
が
、
日
本
が
繁
栄

し
て
き
た
最
大
の
要
因
で
あ
る
事
を
告
げ
ま

し
た
。

２０
世
紀
を

一
言
で
要
約
す
れ
ば
、
日
本
の

躍
進
し
た
世
紀
、
日
本
が
世
界
を
変
え
た

一〇
〇
年
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
の

結
果
、

２１
世
紀
は
、
「世
界
が
日
本
化
す
る

世
紀
」
と
確
信
で
き
ま
す
。

勤
勉
、
真
面
目
、
正
直
。
こ
の
３
つ
が
日

本
人
の
３
大
特
性
だ
と
考
え
ま
す
が
、
そ
の

日
本
人
が
構
成
す
る
分
厚
い
、
社
会
資
本
は

世
界
の
憧
れ
で
す
。
生
み
出
さ
れ
続
け
る
技

術
は
、
未
だ
世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ル
ー
プ
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
ア
ニ
メ
や
料
理
に
代
表
さ

れ
る
日
本
文
化
は
世
界
中
を
魅
了
し
続
け
て

い
ま
す
。

模
倣
さ
れ
、
キ
ャ
ツ
チ
ア
ツ
プ
さ
れ
て
い

る
現
実
は
、
そ
れ
だ
け
信
頼
さ
れ
、
魅
力
的

だ
と
い
う
事
で
す
。
そ
し
て
経
営
コ
ン
サ
ル

テ
イ
ン
グ
の
現
場
に
居
る
者
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
日
本
は
新
た
な
価
値
創
造
を
し
続
け

る
と
断
言
で
き
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
技
術
も
文
化
も
先
祖
か
ら
受

け
継
い
で
き
た
日
本
人
と
し
て
の
生
き
方
が

生
み
出
し
た
も
の
で
、
そ
れ
は
日
本
に
し
か

創
り
だ
し
得
な
い
も
の
だ
か
ら
で
す
。
つ
ま

り
、
日
本
人
の
生
き
方
が
、
世
界
を
魅
了
し

て
い
る
わ
け
で
す
。

日
本
の
外
に
出
る
と
実
感
し
ま
す
。
私
た

ち
が
今
あ
る
こ
の
日
本
と
い
う
国
が
、
い
か

に
世
界
中
の
人
た
ち
か
ら
信
頼
さ
れ
、
愛
さ

れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
。

し
か
し
近
年
、
様
々
な
場
面
で
、
日
本
人

の
生
き
方
そ
の
も
の
の
綻
び
が
表
出
し
て
い

て
、
そ
の
事
が
私
た
ち
の
未
来
を
不
安
色
に

染
め
て
い
ま
す
。
何
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
で

す
ら
、
未
来
を
悲
観
的
に
し
か
見
る
事
が
出

来
な
い
で
い
る
現
実
に
驚
き
ま
す
。

そ
の
原
因
は
、
私
た
ち
の
歴
史
、
そ
こ
に

観
る
事
が
で
き
る
素
晴
ら
し
い
日
本
人
の
生

き
方
に
学
ん
で
い
な
い
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。こ

の

パ
ご

は
、
私
た
ち
が
創
っ
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
先
祖
が
、
未

来
の
私
た
ち
に
手
渡
し
て
く
れ
た
も
の
で

す
。
世
界
か
ら
信
頼
さ
れ
、
憧
れ
ら
れ
て
い

る
今
の
日
本
を
つ
く
っ
て
手
渡
し
て
く
れ
た

先
祖
の
歴
史
を
学
ぶ
事
が
で
き
な
け
れ
ば
、

何
を
守
る
べ
き
か
も
分
か
る
事
は
な
い
の
で

す
。本

書
は
、
私
た
ち
が
誇
る
べ
き
日
本
人
の

生
き
方
を
、
歴
史
の
中
か
ら
、
私
な
り
の
視

点
で
選
び
出
し
た
も
の
で
す
。

私
た
ち
大
人
は
、
先
祖
が
築
き
上
げ
て
き

た
歴
史
か
ら
何
を
学
び
、
ど
の
よ
う
な
か
た

ち
で
次
の
若
い
世
代
へ
語
り
継
い
で
い
け
ば

い
い
の
か
。

今
こ
そ
伝
え
た
い
１１
の
歴
史
の
話
を
通
し

て
、
私
た
ち
の
未
来
―
未
来
へ
の
恋
文
―
を

心
に
描
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
せ
で
す
。

《以
下
略
》

コ
ロ
ナ
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
た
３
年
間
で
し

た
。
よ
う
や
く
晴
れ
て
き
た
昨
年
度
６
月
に

同
窓
会
総
会
を
実
施
し
、
さ
ら
に
１１
月
に
は

東
京
支
部
総
会
・
懇
親
会
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
を
吹
き
飛
ば
す
か
の

よ
う
に
多
く
の
同
窓
会
員
に
勇
気
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
度
に
は
６
月
に
本
部
の
総

会
・
懇
親
会
、
７
月
に
京
都
支
部
総
会
・
懇

親
会
、
引
き
続
き
１１
月
に
阪
神
支
部
総
会
・

懇
親
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
同
窓

会
員
が
参
加
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
以
後
の
双
鶴
同

窓
会
の
パ
ワ
ー
を
強
烈
に
印
象
づ
け
ま
し

た
。
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

一
度
中
断
し
た
行
事
を
復
活
さ
れ
る
に
は

多
く
の
困
難
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

実
際
に
本
部
や
支
部
の
総
会
・
懇
親
会
に
参

加
し
、様
々
な
場
面
で
前
述
の
「日
本
人

（双

鶴
同
窓
会
員
）
は
美
し
い
」
と
い
う
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
姿
が
同
窓
会

活
動
を
支
え
て
い
る
、
そ
し
て
こ
の
姿
が
あ

れ
ば
こ
れ
か
ら
の
同
窓
会
活
動
も
な
ん
と
か

乗
り
越
え
て
い
け
る
と
い
う
思
い
を
強
く
し

ま
し
た
ｃ

コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
な
い
双
鶴
同
窓
会
を
改

め
て
教
え
て
く
れ
た
３
年
間
で
し
た
ｃ

卒
業
生

（新
会
員
）
の
皆
さ
ん
も
こ
の
後

に
続
い
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
双
鶴
同
窓
会
で
は
定
期
的
に
同
窓

会
名
簿
を
発
刊
し
て
お
り
ま
す
。
４
年
一興

「令
和
２
年
度
版
」
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
是
非
、
購
入
さ
れ
る
こ
と
を

お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。
購
入
を
希
望
さ
れ

る
方
は
事
務
局
（学
校
）
ま
で
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
（有
料
）

●
伝
統
的
行
事
の
紹
介

毎
年
卒
業
後
３０
周
年
の
記
念
式
典
、
祝
賀

会
、
記
念
誌
等
の
発
行
、
そ
し
て
母
校
へ
の

記
念
品
の
贈
呈
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
行
事
を

通
じ
て
横
の
連
携
を
深
め
、
卒
業
後
も
母
校

の
た
め
に
力
強
く
暖
か
い
援
助
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
東
京
・
阪
神
・
京
都
の
３
支
部
が

あ
り
２
年
に
１
度
の
支
部
総
〈茶
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
親
元
を
離
れ
て
生
活

す
る
諸
君
に
と
っ
て
は
心
強
い
と
思
い
ま

す
。
各
支
部
事
務
局
と
連
絡
を
密
に
し
て

同
窓
会
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

●
連
絡
と
お
願

い

同
窓
会
会
員
の
住
所
な
ど
の
デ
ー
タ
は
専

門
の
業
者
に
よ
っ
て
厳
正
に
管
理
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
正
確
な
デ
ー
タ
を
残
し
て
い
く
た

め
、住
所
変
更
等
は
必
ず
本
部
事
務
局
（学
校
）

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
同
窓
会
と

は
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
業
者
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
や
勧
誘
が
あ
る
よ
う
で
す
が
連
絡
先

が
同
窓
会
本
部

（学
校
）
以
外
の
も
の
は
無

視
し
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
同
窓
会
名

お
持
ち
に
な
っ
た
場
合
は
、
個
人
情

含
み
ま
す
の
で
、
そ
の
管
理
に
つ
き

て
は
く
れ
ぐ
れ
も
慎
重
に
お
願
い
し

贅
鰈
靡
陽

・嚇，́
す、
、
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京都 府 立 西 舞鶴 高等 学 校
双 鶴 同 窓 会 会 則

第 1条 本会は双鶴同窓会という。

第 2条 本会は本部を西舞鶴高等学校|こあ<。

会員多数在住の地|こ は支部を設けることが

できる。

第 3条 本会は会員の教養を高め、相互の親睦を図

ると共|こ母校の発展を援助することを目的

とする。

第 4条 本会は次の会員および客員を以て組織する。

1.会 員  
“

)舞鶴高等女学校、舞鶴第一高等

女学校卒業生

(□ )舞鶴中学校、舞鶴第一中学校卒

業生

(ハ)西舞鶴高等学校卒業生

(二 )以上の学校|こ在学したもので入

会を希望する者
2.客 員  1項 |こ該当する学校の旧職員および現

職員

第 5条 本会の目標達成のため委員会をお<ことが

できる。委員長|こは副会長の1人 を充てる。

第 6条 委員会および支部の会則は別に之を定め

る。

第 7条 本会|こ次の役員をお<。

1.会 長 会員の中より総会で選出する。
2.副会長 理事の中より若干名を選出する。
3.理事長・副理事長 理事の中より各 1名

会長が委嘱する。
4.庶務理事・会計理事 学校より推薦され

た若干名および評議員より若干

名を会長が委嘱する。
5.理  事 言平議員の中より適当数会長が委

嘱する。

6.評議員 各学年|こおいて互選により適当

数を選出する。
7.監 査 言平議員の中から2名選出する。

第 8条 役員の任務は次の通りとする。
1会長は本会を代表し会務を総理する。
2.副 会長は会長を補佐し、会長事故あると

きはこれ|こ代わる。

3理事長は会務全般を処理する。副理事長

は理事長を補佐じ理事長事故あるときは

これ|こ代わる。

4.庶務理事は庶務を処理し、会計理事は会

計を処理する。

5.理事は理事会|こおいて総会附議事項を審

議する。

第 9条

第10条

7.監査は会計を監査する。

役員の任期は2ケ年とする。

本会|こ顧問若干名、参与若干名を置<こと

ができる。

顧問|こ西舞鶴高等学校長その他適当な学校

関係者を会長が委嘱する。

参与|こ元会長を会長が委嘱する。

本会の経費は会費およびその他収入をもつ

てこれIZ充 てる。

本会の入会|こ際して会費4,000円 を納める。

本会は第3条の目的を達成するため次の事

業を行う。

1.会員名簿および会報の発行
2.会員の慶弔および慰問

3.その他必要な事業

本会は毎年1回 総会を開<。 総会は理事、

監査、評議員で構成する。

会員は転居等の変動を遅滞な<本部|こ報告

するものとする。

本会会則の変更は総会の決議による。

①改定 :第 14条末尾の「部会は毎年1回 これ

を開く。」を削除する (平成21年 6月 13日 )

②改定 :第 5条、第 6条、第 7条、第 8条、

第14条、第15条を改定する。

(平成24年 6月 9日 )

③改定 :第 7条 4項を改定する。

(平成28年 6月 11日 )

第11条

第12条

第13条

第14条

第15条

第16条

イ寸貝」

6.



(1)【第54号】 部活動特別後援会報 令和6年 3月 1日 発行

「陸
上
部
？
陸
上

っ
て
、
走
る
だ

け
や
ん
。
走
る
だ
け
で
何
が
楽
し
い

ん
？
」

高
校
時
代
、
陸
上
競
技
部
に
所
属

し
て
い
た
私
は
、
こ
の
よ
う
な
言
葉

を
よ
く
か
け
ら
れ
た
。
こ
の
言
葉
の

答
え
は
、　
一
生
懸
命
に
走

っ
て
い
る

者
に
し
か
分
か
ら
な
い
と
私
は
い
つ

も
考
え
て
い
た
。
し
ん
ど
い
こ
と
か

ら
逃
げ
た
い
。
で
き
れ
ば
楽
な
道
を

通
り
た
い
。
つ
ま
ら
な
い
こ
と
は
し

た
く
な
い
。
こ
れ
は
、
誰
し
も
が
思

う
こ
と
で
あ
ろ
う
３
で
は
、
な
ぜ
そ

れ
に
立
ち
向
か
う
の
か
．
陸
上
競
技

に
限
ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
学
ぶ
こ

と
は
本
当
に
大
き
い
こ

私
は
、
高
校
時
代
陸
上
競
技
部
に

所
属
し
て
い
た
こ
所
属
し
て
い
た
と

い
っ
て
も
、
入
部
し
た
の
は

一
年
生

の
秋
頃
だ

っ
た
だ
ろ
う
か
。
当
時
、

校
内
の
部
活
動
に
は
な
い
種
目
の
ス

ポ
ー
ツ
に
力
を
入
れ
て
い
た
私
は
、

学
校
の
部
活
動
に
は
所
属
せ
ず
、
自

ら
鍛
錬
を
重
ね
て
い
た
ｃ
そ
こ
に
、

当
時
の
陸
上
競
技
部
の
顧
間
の
先
生

に

一陸
上
競
技
部
に
入
ら
な
い
か
。」

と
声
を
か
け
て
い
た
だ

い
た
ｃ
私

は
、
す
ぐ
に
入
部
届
を
出
し
た
。
あ

の
頃
の
私
は
、
何
に
で
も
挑
戦
し
て

い
た
。
興
味
の
あ
る
こ
と
、
な
い
こ

と
、
身
の
回
り
に
は
様
々
な
こ
と
が

あ
る
が
、
「
や

っ
て
み
な
い
と
分
か

ら
な
い
。
や

っ
て
み
よ
う
。」
と
い

う
思
い
で
い
た
よ
う
に
思
う
。
高
校

を
卒
業
し
た
の
が
二
十
七
年
前
。
昔

と
今
で
は
、
社
会
の
様
子
も
必
要
と

さ
れ
る
力
も
変
化
し
て
い
る
。
し
か

し
、
自
分
の
中
に
あ
る
信
念
は
変
わ

る
こ
と
は
な
い
ｃ
挑
戦
を
続
け
る
こ

と
の
大
切
さ
を
今
も
持
ち
続
け
て
い

る
。こ

れ
ま
で
の
自
分
の
挑
戦
を
振
り

返
っ
た
と
き
、
確
実
に
失
敗
の
方
が

多
い
と
考
え
る
。
失
敗
は
悔
し
い
も

の
で
あ
り
、
で
き
れ
ば
し
た
く
は
な

い
も
の
で
あ
る
が
、
人
生
を
歩
ん
で

い
く
上
で
、
失
敗
を
す
る
こ
と
は
必

要
な
こ
と
で
あ
り
、
避
け
て
は
通
れ

な
い
も
の
で
あ
る
。
何
か
を
始
め
る

と
き
は
、
必
ず
失
敗
か
ら
始
ま
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
生
は
失
敗

の
連
続
。
だ
か
ら
こ
そ
、
大
切
な
こ

と
は
、
「失
敗
か
ら
何
を
学
び
、
そ

し
て
、
そ
の
失
敗
を
ど
の
よ
う
に
し

て
成
功

へ
と
つ
な
げ
る
の
か
」
で
あ

る
。
そ
う
考
え
る
と
、
成
功
か
ら
学

ぶ
こ
と
よ
り
、
失
敗
か
ら
学
ぶ
こ
と

の
方
が
多
い
よ
う
に
私
自
身
は
考
え

る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
私
は
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
学
ば
せ
て
い
た
だ

い
た
よ
う
に
思
う
。

成
功
体
験
は
も
ち
ろ
ん
大
切
。
し

か
し
、
失
敗
体
験
は
そ
れ
以
Ｌ
に
大

切
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

近
年
の
教
育
現
場
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。
失
敗
の
方
が
多
い
人
生
を
生
き

抜
く
た
め
の
学
び
が
で
き
て
い
る
だ

ろ
う
か
。
子
ど
も
に
失
敗
を
さ
せ
な

い
ば
か
り
の
指
導
に
は
な
っ
て
い
な

い
だ
ろ
う
か
。
成
功
体
験
を
積
み
重

ね
る
学
校
生
活
だ
け
で
は
な
く
、
た

く
さ
ん
の
こ
と
に
挑
戦
し
、
失
敗
し
、

失
敗
を
し
た
上
で
、
自
分
た
ち
に
は

何
が
足
り
な
か
っ
た
の
か
、
次
に
同

じ
失
敗
を
し
な
い
た
め
に
は
、
今
、

何
が
必
要
な
の
か
を
常
に
問
い
な
が

ら
日
々
の
学
校
生
活
を
送
ら
せ
、
自

ら
を
成
長
さ
せ
て
い
け
る
と
よ
い
と

感
じ
る
。
そ
う
考
え
る
と
失
敗
が
失

敗
で
な
く
な
る
。
失
敗
が
、
成
功

ヘ

の
通
過
点
と
な
り
、
自
ら
の
成
長
の

礎
に
な
る
。

こ
れ
は
、
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
に
も
通

ず
る
こ
と
で
あ
る
。
人
生
の
中
で
大

切
な
考
え
方
は
、
結
果
よ
り
も
経
過

を
大
切
に
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ

る
。
勝
負
の
そ
の
日
の
た
め
に
、
自

ら
が
何
を
感
じ
、
ど
の
よ
う
に
行
動

し
て
き
た
の
か
。
何
度
の
失
敗
を
乗

り
越
え
て
き
た
の
か
。
経
過
を
大
切

に
で
き
る
人
は
、
お
そ
ら
く

「今
」

を
大
切
に
で
き
る
人
で
あ
り
、
今
を

大
切
に
で
き
る
人
は

「未
来
」
を
大

切
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
で
あ

る
。
そ
し
て
、
今
を

一
生
懸
命
に
生

き
て
い
る
人
は
、
今
と
い
う
時
間
が

輝
き
、
今
が
輝
い
て
い
る
人
は
、
当

然
過
去
も
輝
く
。
そ
し
て
、
き
っ
と
、

未
来
も
輝
く
。

陸
Ｌ
競
技
部
で
長
距
離
走
を
し
て

い
た
私
に
は
分
か
る
。
「走
る
だ
け

で
何
が
楽
し
い
の
か
」
そ
れ
は
、
苦

し
く
て
も
立
ち
止
ま
ら
な
い
自
分
。

辛
い
こ
と
か
ら
逃
げ
な
い
自
分
。
そ

し
て
、
苦
し
い
時
に
応
援
し
て
く
れ

る
仲
間
を
感
じ
ら
れ
る
自
分
。
そ
ん

な
素
晴
ら
し
い
自
分
を
常
に
感
じ
ら

れ
る
。
そ
れ
が
長
距
離
走
の
よ
さ
で

あ
り
、
楽
し
さ
で
あ
る
。
体
力
、
精

神
力
、
仲
間
と
の
絆
な
ど
、
私
が
部

活
動
か
ら
学
ん
だ

こ
と
得
た
こ
と

は
、
二
十
七
年
た
っ
た
現
在
を
生
き

る
私
の
生
き
方
の
礎
と
な
り
、
自
分

自
身
の
財
産
と
し
て
生
き
続
け
て
い

る
．本

誌
を
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

方
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
そ
れ
ぞ

れ
の
部
活
動
に
専
念
さ
れ
て
き
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
今
現
在
も
さ
れ
て

い
る
と
い
う
方
も
お
ら
れ
る
で
し
よ

う
。
部
活
動
の
経
験
が
な
い
と
い
う

方
も
、
日
々
の
生
活
の
中
で
様
々
な

問
題
に
直
面
し
、
そ
れ
を
乗
り
越
え

て
こ
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
自

分
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
に
失
敗
は
あ

れ
ど
、
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時

間
は
先
へ
し
か
流
れ
ま
せ
ん
。
ど
ん

な
時
も
、
失
敗
を
も
ろ
と
も
せ
ず
に

挑
戦
を
続
け
、
前
を
向
い
て
、
前
へ

前

ヘ
ー
西
舞
鶴
高
等
学
校
と
西
舞
鶴

高
等
学
校
に
関
わ
る
全
て
の
方
々
の

輝
か
し
い
未
来
と
今
以
上
の
発
展
を

心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。
ご

一
読
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た

ｃ

山 田 晃 睦
(平成8年度卒業 )

―
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奮さ
田 つ

部
活
動
特
別
後
援
会
の
皆
様
に

は
、
日
頃
か
ら
西
舞
鶴
高
校
の
部
活

動
に
対
し
て
、
御
理
解
と
御
支
援
を

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

さ
て
、
本
校
の
全
目
制
課
程
に
は
、

体
育
系
と
文
化
系
そ
れ
ぞ
れ
十
三
の

部
活
動
が
あ
り
、
約
九
割
の
生
徒
が

部
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

部
に
よ
っ
て
、
部
員
数
や
活
動
時
間
、

目
標
は
異
な
り
ま
す
が
、
本
校
の

モ
ッ
ト
ー
で
あ
る

「勉
強
も
、
部
活

も
、
全
部
。
」
の
も
と
、熱
心
に
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
放
送
部

の
森
田
康
太
郎
さ
ん

（
三
年

一
組
）

が

「第
七
十
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
京
都
大
会
」
に
お

い
て
、
朗
読
部
門
で
第
六
位
と
な
り
、

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
）
運
動

部
で
は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

（男
子
）

が

「近
畿
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会
」
に
、
剣
道
部

（男
子
）

が

「近
畿
高
等
学
校
剣
道
大
会
」
に

出
場
し
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

（
男
子
）
の
近
畿
大
会
出
場
は
、
二

年
連
続
と
な
り
、
決
し
て
恵
ま
れ
て

い
る
と
は
言
え
な
い
練
習
環
境
で
の

好
成
績
に
賛
辞
を
贈
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
剣
道
部
は
部
員
が
五

名
と
少
人
数
で
あ
り
な
が
ら
、
主
将

の
中
村
燈
喜
さ
ん

（三
年
三
組
）
を

中
心
に
稽
古
に
励
み
、
京
都
府
大
会

で
ベ
ス
ト
８
の
成
績
を
収
め
、
創
部

以
来
初
め
て
の
近
畿
大
会
出
場
を
果

た
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
Ｏ
Ｂ
会
や
同
窓
生
の
方

か
ら
、
楽
器
。バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
マ
シ
ー

ン
・部
旗
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

伝
統
と
い
う
強
み
に
感
謝
し
、
先
輩

方
か
ら
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

こ
れ
か
ら
も
努
力
を
重
ね
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

通
信
制
課
程
に
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
、
陸
上
競
技
部
、
卓
球
部
が
あ

り
、
今
年
度
は
、
卓
球
女
子
個
人
で

全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体
育
大

会
に
、
陸
上
競
技
の
男
子
五
０
０
０

ｍ
と
女
子
砲
丸
投
げ
で
近
畿
高
等
学

校
定
時
制
通
信
制
課
程
体
育
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。
継
続
し
た
練
習
が

困
難
な
中
、
ま
た
、
部
活
動
に
取
り

組
む
生
徒
が
少
な
い
中
、
自
主
的
な

個
別
練
習
を
重
ね
て
優
秀
な
成
績
を

収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
、
部
活
動
に
は
、
体
力
や
競

技
力
の
向
上
や
健
康
の
保
持
増
進
だ

け
で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
、
責
任
感
や
忍
耐
力
、
協
調
性

な
ど
の
非
認
知
能
力
を
育
む
場
で
あ

る
こ
と
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い

邊

　

仁

　

司

ま
す
ｃ
学
年
を
超
え
た
交
流
、
他
校

の
生
徒
と
の
交
流
、
日
標
達
成
の
た

め
に
仲
間
と
と
も
に
重
ね
る
努
力
、

集
団
で
の
行
動
な
ど
に
よ
り
身
に
付

け
ら
れ
る
も
の
で
、
学
力
と
同
様
に

大
切
な
力
で
す
。
ま
た
、
生
涯
に
わ

部
活
動
特
別
後
援
会
報
会
員
の
皆

さ
ま
、
日
頃
か
ら
本
校
の
活
動
に
対

し
て
、
御
理
解
、
御
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
落
ち
着
き
を
見
せ
、

様
々
な
制
限
の
中
行
わ
れ
て
い
た

ス
ポ
ー
ツ
が
以
前
の
活
気
を
取
り
戻

し
た

一
年
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
ッ

シ
ッ
ク
で
侍
ジ
ャ
パ
ン
が
優
勝
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
日
本
代
表
が

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
お
い
て
ア
ジ
ア

ー
位
と
な
リ
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
出
場

権
獲
得
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
日
本

代
表
が
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
出
場
権
獲

得
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日

本
代
表
の
健
闘
、
そ
し
て
阪
神
タ
イ

ガ
ー
ス
の
日
本

一

（大
阪
出
身
な
の

で
す
み
ま
せ
ん
）
等
々
様
々
な
ス

ポ
ー
ツ
で
活
躍
す
る
選
手
た
ち
を
見

て
、
久
々
に
熱
く
な
っ
た
よ
う
に
感

た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
に
親

し
む
態
度
の
育
み
に
も
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
、
西
舞
鶴
高
校
の
部

活
動
が
よ
り
活
発
に
な
り
、
戦
績
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
働
く
上
で
必
要

な
社
会
人
基
礎
力
を
身
に
付
け
る
場

と
し
て
ま
す
ま
す
進
歩
す
る
よ
う
、

教
職
員

一
同
努
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

一
み
な
さ
ん
の
応
援
の
お
か
げ
で
勝

て
ま
し
た
。」
「応
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。」
と
よ
く
答
え
て
い

ま
す
。
苦
し
い
と
き
に
応
援
の
声
が

聞
こ
え
て
、
奮
い
立
た
せ
て
く
れ
た

と
い
う
こ
と
も
あ
る
で
し
よ
う
。
ス

ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、
応
援
し
て
い
た

だ
く
と
い
う
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
応
援
が
大
切

な
の
で
あ
れ
ば
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
応

援
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
行
動
や

振
る
舞
い
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
大
谷
翔
平
選
手
の
ゴ
ミ
拾
い

等
数
々
の
有
名
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
や

サ

ッ
カ
ー
日
本
代
表
選
手
の
ロ
ッ

カ
ー
ル
ー
ム
の
後
片
付
け
等
が
お
手

本
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
西
舞
鶴
高
校
の
生
徒
は
、
応
援

し
た
く
な
る
よ
う
な
生
徒
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
さ
ら
に
た
く
さ
ん
の
人

に
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各

部
活
動
顧
間
で
指
導
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

後
援
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
本
校
部
活
動
に
対
し
て
今

後
と
も
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

応

援

の

大

切

さ

保
健
体
育
科
主
任
　

長

　

田

　

幹

雄

じ
ま
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
応
援
の
制
限
が

な
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
応
援
と
は
、
競
技
・

試
合
な
ど
で
、
声
援
や
拍
手
を
送

っ

て
選
手
や
チ
ー
ム
を
励
ま
す
こ
と
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
集
団
で
い
る
こ

と
や
声
を
出
す
こ
と
が
制
限
さ
れ
、

盛
り
上
が
り
に
欠
け
る
部
分
も
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
応
援
が

復
活
し
た
こ
と
で
、
競
技
場
も
盛
り

上
が
り
ま
す
し
、
選
手
も
気
持
ち
よ

く
プ
レ
ー
で
き
る
の
で
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
も
上
が
る
と
思
い
ま
す
。
私
は

サ
ッ
カ
ー
部
の
顧
間
で
す
が
、
サ
ツ

カ
ー
の
公
式
戦
も
応
援
の
制
限
が
な

く
な
り
、
た
く
さ
ん
の
保
護
者
等
に

応
援
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
他

の
競
技
で
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

応
援
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
選
手

に
と
っ
て
と
て
も
力
と
な
り
ま
す
。

試
合
後
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
選
手
が

③

踪
た
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靡令和 5年度京都府高等学校体育連盟定時制通信制両丹支部卓球選手権大会

兼 第56回全国高等学校定時制通信制卓球大会両丹予選会
。開催日 :5月 21日 (日 )

。会 場 :京都府立綾部高等学校本校
0結 果 :女子シングル  「優勝」小田 かおり

鰺第56回全国高等学校定時制通信制卓球大会京都府予選会

・ 開催日 :6月 3日 (土 )

0会 場 :京都府立綾部高等学校本校
。結 果 :女子個人  「優勝」小田 かおり

隕令和 5年度全国高等学校定時制通信制体育大会 第56回卓球大会

・ 開催日 :8月 8日 (火 )～ 8月 10日 (木 )

0会 場 :駒沢オリンピック公園総合運動場屋内卓球場 (東京都)

。結 果 :女子個人「4回戦進出」小田 かおり

鰈令和 5年度京都府高等学校総合体育大会 第74回両丹高等学校定時制

通信制総合体育大会
0開催日 :9月 16日 (土 )

・ 会 場 :福知山市三段池公園総合体育館

・ 結 果 :ソ フ トバレーボール  「優勝」

浦田  優、浦川 博司、原 咲歩、新井 美咲、森本 茉夢、

杉山 訓崇、海透 早美

男子バ ドミン トン  「 3位」

田野島 想一朗、亀井 篠愛

は第75回京都府高等学校定時制通信制総合体育大会・ 陸上競技の部

・ 開催日 :9月 17日 (日 )

。会 場 :京都府立丹波自然運動公園陸上競技場
。結 果 :女子砲丸投げ  「優 勝」増留  葵

男子 5000m「 第 2位」櫻井 悠登

鰈令和 5年度第59回近畿高等学校定時制通信制課程体育大会 陸上競技大会

・ 開催日 :10月 29日 (日 )

。会 場 :ベイコム陸上競技場 (兵庫県尼崎市)

・ 結 果 :女子砲丸投げ  「第 2位」増留  葵

男子 5000m「 第 3位」櫻井 悠登

颯令和 5年度京都府高等学校定時制通信制生徒生活体験発表大会

・ 開催日 :9月 7日 (木 )

・ 会 場 :京都府総合教育センター
。結 果 :「奨励賞」 海透 早美

|_令和 5年度 近畿地区高等学校通信制 生徒生活体験発表大会
0開催日 :10月 7日 (土 )

0会 場 :奈良女子高等学校 (奈良県奈良市)

・ 結 果 :「奨励賞」 海透 早美

通
信
制
副
校
長

　

仝
上
　
　
鼻
丹

部
活
動
特
別
後
援
会
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ

り
本
校
通
信
制
の
教
育
活
動
に
係
り
御
理
解
と
御
支
援
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
度
は
、
「バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
」
「陸
上
競
技
部
」
が

近
畿
大
会
に
出
場
す
る
と
と
も
に
、
「京
都
府
高
等
学
校
定
時
制

通
信
制
生
徒
生
活
体
験
発
表
大
会
」
に
お
い
て
、
代
表
生
徒
が
二

年
連
続

「上
位
入
賞
」
を
獲
得
す
る
等
、
通
信
制
生
徒
の
活
躍
が

光
る

一
年
と
な
り
ま
し
た
ｃ

今
年
度
も
、
「両
丹
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
総
合
体
育
大
会
」

に
お
い
て
、
一
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
が
三
年
振
り
に

「優
勝
」
。

さ
ら
に
、
「陸
上
競
技
部
」
が

「近
畿
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制

課
程
体
育
大
会
　
陸
上
競
技
大
会
」
に
お
い
て
、
「Ｌ
位
入
賞
」

を
果
た
す
と
と
も
に
、
「卓
球
部
」
が

「全
国
高
等
学
校
定
時
制

通
信
制
体
育
大
会
第
五
十
六
回
卓
球
大
会
」
に

「出
場
」
す
る
等
、

昨
年
度
に
引
き
続
き

「躍
進
の

一
年
」
と
な
り
ま
し
た
。

次
年
度
も
引
き
続
き
、
通
信
制
生
徒
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
ｃ
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私
は
高
校
生
に
な
り
、
新
し
い
環

境
の
中
で
水
泳
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
新
人
戦
で
は
近
畿

大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
私
の
目
標
は
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
予
選
で
あ
る
近
畿
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
な
の
で
こ
の
結
果
に
満
足

し
て
い
ま
せ
ん
。
練
習
を
し
て
い
く

中
で
記
録
が
伸
び
な
い
こ
と
も
あ
り

自
分
に
甘
く
な
り
目
標
の
レ
ベ
ル
が

低
く
、
た
だ
泳
い
で
い
る
だ
け
の
日

が
あ
り
ま
し
た
。
今
も
結
果
が
出
ず

練
習
も
水
泳
も
楽
し
く
な
い
な
と
感

じ
て
し
ま
う
時
も
あ
り
ま
す
が
来
年

一

年

土

井

彩

百

里

度
は
、
新
人
戦
と
近
畿
大
会
に
出
場

で
き
る
よ
う
に
高
い
目
標
を
持
ち
続

け
て
水
泳
に
励
み
た
い
で
す
。
伸
び

悩
ん
で
い
る
時
期
や
練
習
が
楽
し
く

な
い
な
と
感
じ
る
時
で
も

一
緒
に
練

習
し
て
い
る
仲
間
と
声
を
掛
け
合
い

支
え
て
く
れ
る
方
に
感
謝
し
て
練
習

し
て
い
き
た
い
で
す
ｃ

学
習
面
で
も
常
に
目
標
を
持
ち
、

進
路
の
こ
と
に
つ
い
て
も
少
し
ず
つ

考
え
な
が
ら
文
武
両
道
が
で
き
る
よ

う
に
Ｉ
夫
し
て
勉
強
に
も
励
ん
で
い

き
た
い
で
す
ｃ

西
舞
鶴
高
校
に
入
学
す
る
前
、
僕

は
部
活
動
に
入
っ
て
ま
で
剣
道
を
続

け
る
べ
き
か
と
正
直
悩
ん
で
い
ま
し

た
。
「勉
強
に
専
念
し
た
い
」
と
い

う
思
い
も
あ
っ
た
反
面
、
剣
道
の
つ

ら
さ
を
知

っ
た
上
で
逃
げ
に
徹
す
る

た
め
の
都
合
の
よ
い
言
葉
で
も
あ
っ

た
と
今
は
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
弱
い

心
を
打
ち
破

っ
た
の
は
大
変
な
の
は

分
か
っ
て
い
つ
つ
も
そ
れ
を
経
験
し

た
か
ら
に
は
こ
こ
で
や
め
ず
に
続
け

た
い
と
い
う

一
心
で
あ
っ
た
と
思
い

諾 来自
分

の
素
直
な

綾
　

意
志

の
ま
ま
に

わ

　

　

三

年

中

村

慢

〓

口
　

　

　

　

　

‘′

句

．

ｔ

ま
す
ｃ

こ
の

一
心
で
入
部
し
た
た
め
当
初

は
大
き
な
大
会

へ
の
出
場
が
目
標
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
は

部
員
数
も
自
分
を
含
め
二
人
で
あ
っ

た
た
め
に
低
迷
期
で
は
あ
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
状
況
で
も
た
っ
た

一
人

の
先
輩
は
ひ
た
む
き
に
頑
張
っ
て
お

ら
れ
顔
見
知
り
と
い
う
の
も
あ
り
ま

し
た
が
や
は
り
頼
れ
る
存
在
で
し

た
。そ

ん
な
先
輩
が
引
退
し
不
安
が
残

る
も
の
の
月
日
は
流
れ
て
僕
は
三
年

生
に
な
り
部
員
も
団
体
戦
が
組
め
る

五
人
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。
こ
の
状

況
が

「近
畿
大
会
出
場
」

へ
の
思
い

を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
ん
な
思
い
を
常
日
頃
か
ら
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
方
々
は
最
大

一三中

鵞

限
に
応
援
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
応
え
よ
う
と
僕
た
ち
自
身
も

僕
た
ち
な
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

練
習
量
、
技
術
量
で
い
え
ば
他
の
学

校
に
は
劣

っ
て
い
た
の
は
承
知
の
上

で
し
た
が
、
い
ろ
ん
な
人
の
思
い
を

受
け
止
め
て
そ
れ
で
も
食
ら
い
付
こ

う
と
す
る
全
員
の
意
思
だ
け
は
遅
れ

を
と
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
う
し
て
掴
み
取
っ
た
近
畿
大
会

出
場
は
と
て
も
大
き
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

何
か
を
成
す
と
き
に
は
、
周
囲
の

人
の
サ
ポ
ー
ト
が
不
可
欠
で
あ
る
の

は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、　
一

番
は
ど
っ
ち
に
転
ぼ
う
と
も
最
終
決

断
を
下
す
自
分
自
身
が
後
悔
し
な
い

選
択
を
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
剣
道

を
通
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

-Lニニ』

水 泳 部

_●,^■ヽ
■‐|■__.

驚

き

１

１
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僕
は
小
学

一
年
生
か
ら
空
手
を
し

て
い
る
の
で
今
で
は
生
活
の

一
部
と

な
っ
て
い
て
空
手
を
す
る
こ
と
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
も
感
じ
て
い
ま
し

た
が
、
高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
、
学

生
と
し
て
自
由
に
空
手
が
で
き
る
時

間
は
あ
と
少
し
し
か
な
い
ん
だ
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
先
も
ど
ん
な
形
で
あ
れ
空
手
を
や

り
た
い
と
は
思

っ
て
い
る
け
れ
ど
、

大
人
に
な
れ
ば
生
活
や
環
境
が
大
き

く
変
わ
る
の
で
、
と
り
あ
え
ず
卒
業

を
節
目
と
し
て
、
学
生
と
し
て
の
残

り
の
時
間
を
本
当
に
大
事
に
し
よ
う

と
思

っ
て
や

っ
て
き
ま
し
た
。　
僕

が
空
手
に
対
す
る
意
識
が
大
き
く
変

わ
っ
た
の
が
高
校
に
入
っ
た
時
く
ら

い
か
ら
で
、
身
近
に
い
た
先
輩
た
ち

が
ほ
と
ん
ど
舞
鶴
を
離
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
時
に
、
今
ま
で
見
本
に
し
て

い
た
ば

っ
か
り
で
、
自
分
で
考
え
る

こ
と
が
少
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
空
手
の

こ
と
を
常
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
す
る
と
、
普
段
の
練
習
か
ら

意
識
が
変
わ
っ
て
少
し
ず

つ
変
化
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
目
標
と
す
る
大
会
は
七
月
に
あ

る
全
国
大
会
と
十

一
月
に
あ
る
世
界

大
会
で
す
。
ま
だ
準
備
期
間
で
あ
る

こ
の
二
、
三
ヶ
月
を
特
に
大
事
に
し

て
、
理
想
の
動
き
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
。
ま
た
、
進
路
は
今
の

と
こ
ろ
進
学
を
考
え
て
い
る
の
で
勉

強
が
少
し
不
安
だ
け
ど
、
や
っ
て
き

た
先
輩
た
ち
が
い
る
の
で
、
そ
れ
を

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
頑
張
り
た
い
で

す
。こ

の
よ
う
に
、
空
手
と
勉
強
の
こ

と
だ
け
し
か
考
え
な
く
て
い
い
環
境

に
い
ら
れ
る
こ
と
は
と
て
も
あ
り
が

た
い
こ
と
で
、
そ
れ
も
あ
と
少
し
し

か
な
い
の
で
後
悔
し
な
い
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

部

活

の

思

い

出

六
月
、
突
如
と
し
て
私
は
全
国
大

会

へ
の
切
符
を
手
に
す
る
こ
と
に
な

る
。
き
っ
か
け
は
予
期
で
き
な
い
も

の
だ
と
つ
く
づ
く
思
わ
さ
れ
る
。

放
送
部
と
は
実
に
主
張
の
少
な
い

部
活
で
あ
る
。
主
な
活
動
と
い
え
ば

週
当
番
の
昼
放
送
部
と
、
イ
ベ
ン
ト

事
の
司
会
進
行
で
あ
る
。
尤
も
、
話

す
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
照
明
や
音

響
も
行
う
。
し
か
し
放
送
部
に
も
全

国
大
会
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス

ト
で
あ
る
。
私
は
、
朗
読
と
い
う
種

日
で
三
年
間
の
挑
戦
を
行
っ
た
。

朗
読
の
内
容
は
シ
ン
プ
ル
で

「課

題
図
書
を
読
み
、
朗
読
に
適
し
た
文

章
を
抜
粋
し
、
聞
き
手
に
伝
え
る
」

三

年

森

田

康
太
郎

と
い
う
も
の
だ
ｃ
つ
ま
り
、
ど
の
本

の
ど
の
箇
所
を
読
め
ば
自
分
の
実
力

が
最
も
発
揮
で
き
る
の
か
、
ま
ず
読

み
解
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
朗

『読
』
と
は
そ
う
い
う
こ
と

な
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

全
国
大
会
は
東
京
で
行
わ
れ
た
。

二
泊
四
日
に
及
ぶ
長
丁
場
で
あ
る
。

部
室
に
は
先
輩
方
が
残
し
た
全
国
大

会
の
お
土
産
が
置
い
て
あ
る
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
で
買
え
る
ぬ
い
ぐ
る
み
が
小
さ

く
、
立
派
に
、
ず
ら
り
と
並
ん
で
い

る
。
か
つ
て
は
西
舞
鶴
高
校
も
全
国

に
名
を
連
ね
る
勢
い
が
あ
っ
た
と
聞

く
。
そ
の
先
輩
方
と
同
じ
空
気
、
緊

張
感
を
受
け
て
い
る
と
い
う
の
は
感

慨
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

決
勝
の
発
表
は
流
石
の
も
の
だ

っ

た
。
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
朗
読
部

門
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
の
他
に
、
創

作
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
部
門
、
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
ル
テ
レ
ビ
部
門
な
ど
、
作
品

の
完
成
度
を
競
う
部
門
も
存
在
す

る
。
そ
の
作
品
は
見
事
な
も
の
で
、

ニ
ュ
ー
ス
番
組
の
ワ
ン
コ
ー
ナ
ー
を

見
て
い
る
か
の
よ
う
な
作
品
も
あ

っ

た
。
同
じ
高
校
生
で
こ
こ
ま
で
の
技

術
を
持

っ
て
い
る
の
か
と
思
う
と
、

全
国
大
会
の
大
き
も
実
感
し
た
。
更

に
放
送
部
と
い
う
活
動
の
幅
の
広
さ

に
も
実
感
し
た
。
朗
読
、
ア
ナ
ウ
ン

ス
に
関
し
て
は
、
も
う
プ
ロ
と
遜
色

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
全
員

が
レ
ベ
ル
の
高

い
発
声
、
イ

ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ピ
ー
ド
、
滑
舌
を

持

っ
て
お
り
、
何
よ
り
言
葉
と
し
て

耳
に
人
っ
て
く
る
ｃ

私
は
決
勝
大
会
で
何
か
技
術
を
盗

め
な
い
か
と
観
察
し
た
。
喋
る
ス

ピ
ー
ド
、

国
の
距
離
、
息

の
整
え

方
、
収
穫
は
複
数
あ
っ
た
。
し
か
し

何
よ
り
も
経
験
と
し
て
大
き
か
っ
た

の
は
、
全
国
大
会
の
活
気
を
肌
で
感

じ
た
こ
と
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
放
送
部
は
、
傍
か
ら
見
れ
ば

な
ん
の
活
動
を
し
て
い
る
の
か
よ
く

分
か
ら
な
い
不
明
瞭
な
部
活
だ
と
い

う
印
象
が
あ
っ
た
。
実
際
そ
れ
を
払

拭
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
と
思

っ
た
。

し
か
し
、
放
送
部
に
も
情
熱
と
青
春

を
詰
め
込
め
る
も
の
が
あ
る
ん
だ
と

分
か
ら
ぎ
る
を
得
な
い
舞
台
を
、
経

験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
う
そ
の

舞
台
へ
立
つ
チ
ヤ
ン
ス
は
無
い
の
だ

が
、
あ
の
夏
の
熱
気
は
忘
れ
る
こ
と

は
無
い
。
こ
れ
を
今
後
是
非
、
後
輩

に
も
感
じ
て
欲
し
い
と
思
う
。
頑

張
っ
た
ら
ち
ょ
っ
と
良
い
気
分
に
な

る
よ
と
、
こ
の
場
で
話
し
て
お
き
た

壽 あ

年

´
　
ロ

、
′
Ｌ

』建

二

年
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野 球 部

柔 道 部 剣 道 部

l\,y71

部 旗

―令和5年度近畿高等学校ソフ トテニス選手権大会 (7月 16日 )

種目 :団体戦

石間 日彩 (3年 )・ 高峰 璃音 (3年

山崎 奏汰 (2年 )・ 小林

長倉 由侑 (2年 )・ 左近

波多野優馬 (2年 )・ 山口

夢令和5年度第61回近畿高等学校剣道大会 (7月 16日 ～17日 )

種目 :団体戦

荒木 柊人 (1年 )・ 高田 瑛斗 (2年 )・ 小西 悠徳 (2年 )

山本 大翔 (2年 )・ 中村 燿喜 (3年 )

鎧第7回近畿高等学校新人水泳競技大会 (10月 7日 ～8日 )

種目 :女子100mバタフライ

土丼彩百里 (1年 )
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年

年
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難第70回 NHK杯全国高校放送コンテス ト (7月 25日～27日 )

種目 :朗読部門

森田 康太郎 (3年 )

ンパニー7‐

部 旗

男子ソフトテニス部
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貪』  涎当   音椰

水  泳  部

放  送  部


